
的
な
「
作
者
」
を
前

成
り
立
ち
に
く
い
と

越
え
て
、『
平
家
物
語

を
明
ら
か
に
す
る
た

へ
の
論
及
も
必
要
と

筆
者
は
、
か
つ
て

て
、
こ
の
物
語
の
成

１

は
じ

『
平
家
物
語
』
の
構

や
編
集
過
程
の
重
層

究
明
が
徐
々
に
明
ら

く
な
っ
た
と
思
わ
れ

『
平
家
物

『
平

提
に
し
え
な
い
『
平
家
物
語
』
研
究
の

い
う
理
由
が
あ
る
の
だ
が
、
諸
本
の
複

』
が
作
品
と
し
て
の
秩
序
や
統
一
を

め
に
は
、「
構
想
論
」
と
も
呼
ぶ
べ
き

な
る
だ
ろ
う
。

『
平
家
物
語
』
の
「
基
層
」
と
「
構
造

立
や
語
り
も
の
へ
の
移
行
に
つ
い
て
、

め
に想

論
は
、
そ
の
成
立
の
あ
り
方
、
す

的
な
実
態
、
あ
る
い
は
諸
本
の
複
雑
な

か
に
さ
れ
て
行
く
に
つ
れ
て
、
論
じ
ら

る
。
そ
こ
に
は
、「
構
想
」
と
い
う
言

語
』

家
物
語
』

｜
｜
以
仁
王
と
源
頼
政

覚
書

場
合
、
論
理
的
に

雑
な
あ
り
よ
う
を

持
ち
続
け
る
意
味

内
在
的
な
文
学
性

」
に
視
点
を
当
て

龍
神
信
仰
や
神
仏

の
形
成
過
程

に
論
じ
ら
れ

そ
の
後
、

析
し
つ
つ
、

た
物
語
の
構

を
読
み
解
く

解
釈
の
論
を

な
わ
ち
形
成
過
程

存
在
の
あ
り
方
の

れ
る
機
会
が
少
な

葉
の
概
念
が
個
性

の
意
志
の
表

物
語
の
構
造

基
層
の
文
脈

側
か
ら
源
頼

た
、
延
慶
本

自
本
文
の
抽

｜
｜

と
先
行
す
る
伝
承
・
物
語
・
資
料
等
の

な
け
れ
ば
、
抽
象
論
に
終
始
す
る
と
い

筆
者
は
、
延
慶
本
を
中
心
に
し
て
、
物

具
体
的
に
物
語
の
始
ま
り
か
ら
順
を
追

想
が
ど
の
様
に
展
開
し
て
い
く
の
か
を

た
め
に
、
説
話
的
本
文
が
形
作
る
文
脈

提
示
し
た
。
し
か
し
一
方
で
、『
平
家

現
（
前
兆
・
奇
瑞
・
予
言
な
ど
の
記
事

を
構
想
の
観
点
か
ら
論
じ
よ
う
と
し
て

に
、「
日
本
国
大
将
軍
」
の
地
位
が
清

朝
に
移
行
す
る
構
想
の
潜
在
を
、
延
慶

の
本
文
の
基
層
部
分
に
先
行
す
る
伝
承

出
か
ら
試
み
た
。『
平
家
物
語
』
の
構

生

形

編
纂
の
あ
り
方
が
具
体
的

う
考
え
か
ら
で
あ
っ
た
。

語
の
構
成
と
構
想
と
を
分

っ
て
、
そ
れ
ま
で
析
出
し

論
じ
、
ま
た
、
物
語
本
文

を
構
想
論
的
に
読
み
解
く

物
語
』
研
究
が
詳
細
な
書

）
を
視
点
と
し
な
が
ら
、

き
た
。
そ
の
後
、
物
語
の

盛
・
重
盛
と
い
う
平
家
の

本
を
中
心
に
指
摘
し
、
ま

素
材
を
、
共
通
語
句
や
独

想
論
は
、
具
体
的
な
本
文

一
二

貴

重



『
平
家
物

一
院
第
二
ノ
御

ト
カ
ヤ
、
三
条

ル
。
去
永
万
元

衛
河
原
ノ
御
所

ド
モ
、
未
ダ
親

２
「
末
代

治
承
四
年
に
起
き

語
』
に
採
り
入
れ
ら

作
品
と
し
て
存
在
し

『
平
家
物
語
』
も
、
以

の
紹
介
か
ら
語
り
出

な
ど
に
つ
い
て
も
、

み
た
。

こ
の
よ
う
な
研
究

谷
事
件
の
成
親
と
西

い
た
が
、
本
稿
は
、

語
』
巻
四
に
お
け
る

置
づ
け
て
解
釈
す
べ

誌
的
な
実
証
作
業
に

語
』

子
、
以
仁
王
ト
申
ハ
、
御
母
ハ
加
賀
大

高
倉
ノ
御
所
ニ
渡
ラ
セ
給
ケ
レ
バ
、
高

年
十
二
月
六
日
、
御
年
十
五
ト
申
シ
ニ

ニ
テ
忍
テ
、
御
元
服
有
シ
ガ
、
御
年
卅

王
ノ
宣
旨
ヲ
ダ
ニ
モ
蒙
ラ
セ
給
ハ
ズ
、

ノ
賢
王
ト
モ
申
ベ
シ
」
を
め
ぐ
っ

た
以
仁
王
と
頼
政
の
反
乱
事
件
は
、
お

れ
る
以
前
に
あ
る
程
度
の
物
語
と
し
て

て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え

仁
王
事
件
の
冒
頭
は
、
諸
本
よ
く
似

し
て
い
る
。
今
、
延
慶
本
の
本
文
を
引

特
に
説
話
的
な
側
面
や
宗
教
的
側
面
に

の
立
場
か
ら
、
本
誌
「
同
志
社
国
文
学

光
の
描
か
れ
方
に
つ
い
て
、
構
想
の
論

右
の
よ
う
に
な
研
究
の
流
れ
に
沿
い

以
仁
王
と
頼
政
に
つ
い
て
、
物
語
の
構

き
か
と
い
う
こ
と
を
覚
書
と
し
て
述
べ

埋
没
せ
ぬ
よ
う
に
、
物
語
世
界
を
成
立

納
言
季
成
卿
御
娘

倉
ノ
宮
ト
ゾ
申
ケ

、
皇
太
后
宮
ノ
近

ニ
ナ
ラ
セ
給
ヌ
レ

御
手
跡
ナ
ド
ウ
ツ

の
御
娘

去
じ
永

の
大
宮

御
才
学

春
門
院

てそ
ら
く
『
平
家
物

ま
と
ま
り
の
あ
る

て
よ
い
だ
ろ
う
。

た
文
章
で
以
仁
王

用
し
て
み
る
。

か
し
「
此
世

ノ
遊

、

が
最
も
古
い

指
摘
の
通
り

さ
て
、
そ

次
に
、
覚
一

其
比
一

つ
い
て
も
論
じ
て

」
前
号
に
は
、
鹿

を
掲
載
さ
せ
て
頂

な
が
ら
、『
平
家
物

想
に
ど
の
様
に
位

る
も
の
で
あ
る
。

「
位
ニ
モ

々
有
ケ

春
ノ
遊

ハ
、
玉

メ
テ
ゾ

（
延
慶
本
第

右
の
以
仁

さ
せ
た
伝
承
環
境

ク
シ
ク

也
。
三
条
高
倉
に
ま
し
ま
し
け
れ
ば
、

萬
元
年
十
二
月
十
六
日
、
御
年
十
五
に

の
御
所
に
て
御
元
服
あ
り
け
り
。
御
手

す
ぐ
れ
て
在
ま
し
け
れ
ば
、
位
に
も
つ

の
御
そ
ね
み
に
て
、
お
し
こ
め
ら
れ
さ

ニ
ハ
継
子
ニ
テ
」
と
い
う
表
現
の
諸
本

月
ノ
前
ノ
秋
ノ
宴

」
の
対
句
の
出

形
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

で
あ
ろ
う
。

の
以
仁
王
の
紹
介
記
事
を
、
覚
一
本
と

本
の
本
文
を
引
用
す
る
。

院
第
二
の
皇
子
以
仁
の
王
と
申
し
は
、

即
マ
シ

タ
ラ
バ
、
末
代
ノ
賢
王

レ
ド
モ
、
此
世
ニ
ハ
継
子
ニ
テ
打
籠
ラ

ニ
ハ
、
宸
筆
下
テ
、
手
カ
ラ
御
製
ヲ
書

笛
ヲ
吹
テ
、
自
カ
ラ
賀
音
ヲ
操
リ
、
詩

過
サ
セ
給
ケ
ル
。

二
中
八「
頼
政
入
道
宮
ニ
謀
叛
申
勧
事

王
紹
介
記
事
に
つ
い
て
は
、
諸
本
ほ
ぼ

ア
ソ
バ
シ
テ
、
和
漢
ノ
才
秀
給
ヘ
ル

一
三

高
倉
の
宮
と
ぞ
申
け
る
。

て
、
忍
び
つ
ゝ
近
衛
河
原

跡
う
つ
く
し
う
あ
そ
ば
し
、

か
せ
給
ふ
べ
き
に
、
故
建

せ
給
ひ
つ
ゝ
、
花
の
も
と

比
較
と
、「
花
ノ
下
ノ
春

典
か
ら
、
延
慶
本
の
本
文

は
や
く
島
津
忠
夫
氏
の
ご

照
ら
し
合
わ
せ
て
み
よ
う
。

御
母
加
賀
大
納
言
季
成
卿

ト
モ
申
ベ
シ
」
ナ
ド
申
人

レ
サ
セ
給
テ
、
花
ノ
下
ノ

キ
、
月
ノ
前
ノ
秋
ノ
宴
ニ

歌
管
弦
ニ
御
心
ヲ
ナ
グ
サ

付
令
旨
事
」傍
線
筆
者
）

大
同
小
異
で
あ
る
が
、
し

仁
ニ
テ
ヲ
ハ
セ
シ
カ
バ
、



本
を
照
ら
し
て
み
る

の
形
を
取
っ
て
い
る

推
測
さ
れ
る
。

そ
こ
で
問
題
と
な

ど
の
本
文
が
語
っ
て

末
代
ノ
賢
王
ト
モ
申

長
門
本
・
盛
衰
記

延
慶
本
に
語
ら
れ
て

モ
」
と
い
う
部
分
が

世
間
か
ら
押
し
込
め

覚
一
本
は
、
高
倉

的
な
ラ
イ
バ
ル
に
な

院
の
御
そ
ね
み
に
て

に
も
押
し
込
め
ら
れ

『
平
家
物

の
春
の
遊
に
は

の
秋
の
宴
に
は

し
て
あ
か
し
く

せ
在
ま
し
け
る

右
に
見
る
よ
う
に

と
、
四
部
本
・
長
門
本
・
盛
衰
記
な
ど

の
で
、
覚
一
本
の
本
文
が
後
出
的
な
本

る
の
が
、
延
慶
本
以
下
、
四
部
本
・
長

い
た
以
仁
王
の
評
で
あ
る
「
位
ニ
モ
即

ベ
シ
」
と
い
う
評
価
の
言
葉
で
あ
る
。

は
、「
位
に
も
つ
か
せ
お
は
し
ま
し
た

い
る
「
末
代
ノ
賢
王
ト
モ
申
ベ
シ
ナ
ド

微
妙
に
消
失
し
て
、「
故
建
春
門
院
の

ら
れ
た
と
い
う
本
文
に
変
化
し
て
い
る

天
皇
を
擁
立
せ
ん
と
し
て
い
た
平
家
勢

る
可
能
性
を
も
っ
た
以
仁
王
と
の
関

」
と
い
う
具
合
に
文
章
に
ま
で
表
現
し

た
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
語
っ
た
も
の

語
』

、
紫
毫
を
ふ
る（
ツ
）て
手
づ
か
ら
御
作

、
玉
笛
を
吹
て
身
づ
か
ら
雅
音
を
あ
や

ら
し
給
ふ
ほ
ど
に
、
治
承
四
年
に
は
、

。

（
覚
一
本
巻

、
き
わ
め
て
よ
く
似
た
文
章
で
は
あ
る

の
本
文
が
延
慶
本

文
で
あ
る
こ
と
が

門
本
・
盛
衰
記
な

マ
シ

タ
ラ
バ
、

ら
ば
、
末
代
の
賢

王
と
頼
政
の

以
仁
王
を
「

な
け
れ
ば
な３

さ
て
、
こ

は
最
大
級
の

申
人
々
有
ケ
レ
ド

御
そ
ね
み
に
て
」

こ
と
が
分
か
る
。

力
と
、
そ
の
政
治

係
を
、「
故
建
春
門

て
、
彼
が
政
治
的

で
あ
ろ
う
が
、
諸

文
脈
か
ら
す

本
文
は
、
延

本
は
、
覚
一

世
」
を
「
此

は
、
こ
の
長

細
か
な
こ

頼
政
の
物
語

を
か
き
、
月
の
前

つ
り
給
ふ
。
か
く

御
年
卅
に
ぞ
な
ら

第
四
「
源
氏
揃
」）

が
、
覚
一
本
に
は
、

王
と
も
申
つ

（
長
門
本
）、

申
ケ
レ
ト
モ

る
「
女
院
」

て
」
と
い
う

長
門
本
が
覚

事
件
の

末
を
描
い
た
で
あ
ろ
う
物
語

末
代
の
賢
王
」
と
し
て
評
価
し
て
い
た

ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
う
一
人
の
「
末
代
の
賢
王
」

の
「
末
代
の
賢
王
」
と
い
う
評
価
は
、

人
物
評
価
の
言
葉
で
あ
る
。
し
か
も
、

る
と
「
女
院
」
が
誰
を
指
す
の
か
が
不

慶
本
の
よ
う
に
「
此
世
ニ
ハ
継
子
ニ
テ

本
的
な
本
文
を
見
つ
つ
、
先
行
す
る

女
院
」
と
誤
っ
て
記
し
た
可
能
性
が
高

門
本
の
本
文
を
こ
こ
で
は
引
き
継
い
で

と
に
立
ち
入
っ
て
し
ま
っ
た
が
、『
平

を
語
り
始
め
る
と
き
、
あ
る
い
は
既
に

べ
し
な
ど
人
々
申
さ
れ
け
れ
ど
も
、

「
御
位
ニ
即
セ
給
タ
ラ
ハ
末
代
ノ
賢
王

女
院
ニ
ハ
継
子
ニ
テ
」（
盛
衰
記
）
と

が
突
如
本
文
に
記
さ
れ
る
。
こ
の
場
合

文
意
自
体
に
不
明
な
点
を
感
じ
る
が
、

一
本
な
ど
の
語
り
本
の
影
響
を
受
け
た

を
採
り
入
れ
る
と
き
に
、

と
い
う
点
が
読
み
取
ら
れ

『
平
家
物
語
』
に
あ
っ
て

そ
の
最
大
級
の
評
価
は
、

明
確
で
、
や
は
り
本
来
の

」
と
あ
る
べ
き
で
、
長
門

延
慶
本
的
な
本
文
の
「
此

い
と
思
わ
れ
る
。
盛
衰
記

い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

家
物
語
』
は
、
以
仁
王
と

素
材
と
し
て
あ
っ
た
以
仁

一
四

此
女
院
に
は
継
子
に
て
」

ト
モ
申
ツ
ヘ
シ
ナ
ト
人
々

、
建
春
門
院
と
考
え
ら
れ

、「
此
女
院
に
は
継
子
に

こ
の
こ
と
は
、
お
そ
ら
く

も
の
か
と
推
測
さ
れ
る
。



『
平
家
物

づ
け
よ
う
と
す
る
構

さ
て
、
以
仁
王
と

級
の
評
価
を
受
け
て

『
平
家
物
語
』
は
、
少

死
去
に
関
し
て
は
、

ニ
猶
勝
タ
リ
。

（
延

右
に
あ
る
よ
う
に

世
界
的
に
も
飛
び
抜

代
」「
賢
臣
・
良
臣
」

代
」
と
組
み
合
わ
さ

い
う
言
葉
に
は
、
物

よ
う
で
あ
り
、
史
実

の
で
は
な
か
っ
た
か

た
と
え
ば
、「
末
代

賞
賛
さ
れ
る
の
は
重

て
お
こ
う
。

実
ノ
賢
臣
ニ
テ

事
コ
ソ
悲
シ
ケ

物
語
の
世
界
の
評
価

語
』

想
を
見
て
取
れ
る
の
だ
。

同
様
に
、
さ
し
た
る
政
治
的
な
実
績
も

い
る
の
が
高
倉
上
皇
で
あ
っ
た
。
後
に

な
く
と
も
作
品
世
界
を
成
り
立
た
せ

い
わ
ゆ
る
追
悼
説
話
群
と
も
い
う
べ
き

慶
本
第
二
本
廿
三
「
小
松
殿
大
国
ニ
テ

、『
平
家
物
語
』
で
は
、「
末
代
」
に
不

け
て
優
れ
て
い
る
と
い
う
重
盛
の
賞

と
い
う
言
葉
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い

れ
た
「
賢
臣
・
良
臣
」
と
同
様
に
、

語
が
以
仁
王
を
史
実
を
超
え
て
物
語
の

の
レ
ベ
ル
を
越
え
た
物
語
独
自
の
人
物

。」
と
い
う
末
法
史
観
の
中
で
「
賢
臣

盛
で
あ
る
。
一
例
を
彼
の
死
去
の
追
悼

オ
ハ
シ
ツ
ル
人
ノ
、
末
代
ニ
相
応
セ
デ

レ
。

（
中
略
）

本
朝
末
代
ノ

で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
物
語
の
構
想
を

な
い
の
に
、
最
大

も
少
し
触
れ
る
が
、

る
重
要
な
人
物
の

説
話
的
文
脈
を
も

「
今
一
度

ト
テ
、

景
モ
高

モ
テ
ナ

レ
ケ
レ

善
ヲ
修
シ
給
事
」）

相
応
な
ほ
ど
優
れ
、

賛
記
事
に
も
、「
末

る
の
で
あ
る
。「
末

「
末
代
の
賢
王
」
と

世
界
で
高
く
位
置

途
次
、
幽
閉

上
皇
ハ

給
フ
。

冠
際
ヨ

テ
、
イ

ヘ
朝
露

サ
セ
給

造
形
に
関
わ
る
も

・
良
臣
」
と
し
て

説
話
か
ら
引
用
し

、
ト
ク
失
給
ヌ
ル

良
臣
ノ
賢
サ
ハ
遙

皇
に
つ
い
て

人
物
の
描
き

あ
る
意
味
で

高
倉
上
皇

で
は
特
に
目

の
着
目
は
少

た
と
え
ば

反
映
し
た
評
価
の

っ
て
一
連
の

見
マ
イ
ラ
セ
ズ
シ
テ
、
イ
カ
ナ
ル
事

上
皇
立
セ
給
ヘ
バ
、
法
皇
ハ
御
余
波
尽

ク
ナ
レ
バ
、「
シ
バ
シ
」
ト
モ
申
サ
セ

サ
セ
給
ヘ
ド
モ
、
御
泪
ノ
双
眼
ニ
ウ
カ

バ
、
シ
ル
ク
ゾ
ミ
エ
サ
セ
給
ケ
ル
。
人

中
の
後
白
河
法
皇
を
訪
問
し
、
父
子
再

御
対
面
ノ
御
事
ヲ
、
能
々
悦
申
サ
セ
給

御
物
思
月
日
重
テ
、
少
シ
面
ヤ
セ
テ
ワ

リ
始
テ
、
ア
テ
ニ
ウ
ツ
ク
シ
ク
御
面
影

ト
清
ゲ
ナ
ル
御
鬢
茎
ホ
コ
ラ
カ
ニ
愛
敬

ニ
シ
ホ
レ
ニ
ケ
ル
モ
、
イ
ト

良
タ
ク

タ
レ
バ
、
昔
ノ
御
面
影
被
テ
思
召
出

も
そ
う
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
は

方
で
あ
り
、
物
語
が
こ
の
よ
う
な
追
悼

物
語
の
構
造
に
と
っ
て
不
可
欠
な
人
物

は
、
清
盛
の
悪
行
物
語
と
し
て
の
前
半

立
た
な
い
描
か
れ
方
な
の
で
、
今
日
ま

な
か
っ
た
が
、
一
貫
し
て
孝
子
と
し
て

、
以
仁
王
・
頼
政
事
件
の
直
前
に
は
、

人
物
評
価
を
語
る
。
清
盛
・
重
盛
も
同

一
五

モ
ヤ
ト
心
憂
候
ツ
ル
ニ
」

セ
ズ
思
召
ケ
レ
ド
モ
、
日

給
ハ
ズ
。
何
ト
ナ
キ
様
ニ

バ
セ
給
テ
、
御
袖
モ
シ
ホ

々
モ
皆
袂
ヲ
カ
ヘ
シ
、
涙

会
を
果
た
す
。

フ
。
今
年
ハ
廿
チ
ニ
満
セ

タ
ラ
セ
給
ニ
付
テ
モ
、
御

サ
ヤ
カ
ラ
ヌ
月
影
ニ
ハ
エ

ヅ
キ
テ
、
御
浄
衣
ノ
袖
サ

、
故
女
院
ニ
似
マ
イ
ラ
セ

、
哀
ニ
ゾ
被
思
食
ケ
ル
。

、『
平
家
物
語
』
独
自
の

説
話
群
で
描
く
人
物
は
、

で
も
あ
る
の
だ
。

世
界
の
中
で
は
、
語
り
本

で
あ
ま
り
人
物
論
と
し
て

好
意
的
に
描
か
れ
て
い
る
。

高
倉
上
皇
は
厳
島
参
詣
の

様
で
あ
り
、
ま
た
高
倉
上



レ
バ
」
と
、
後
白
河

史
実
の
レ
ベ
ル
で

た
平
氏
政
権
の
示
威

氏
の
宗
廟
神
と
し
て

一
環
で
あ
っ
た
と
思

い
て
厳
島
に
詣
で
る

と
し
て
い
る
の
だ
。

幽
閉
中
の
父
法
皇

参
詣
す
る
高
倉
上
皇

無
疑
ト
ゾ
覚
エ
シ
」

「
御
冠
際
ヨ
リ
始
テ
、

テ
、
イ
ト
清
ゲ
ナ
ル

露
ニ
シ
ホ
レ
ニ
ケ
ル

『
平
家
物

ヲ
拭
ハ
ル
。
上

ヲ
御
心
苦
ク
見

船
ノ
中
、
浪
ノ

閣
、
都
ヲ
立
離

立
ケ
ム
御
志
ノ

無
疑
ト
ゾ
覚
エ

法
皇
の
父
と
し
て
の
目
を
通
し
て
美
し

は
、
こ
の
厳
島
参
詣
は
、
前
年
の
ク
ー

行
為
と
し
て
、
皇
室
の
宗
廟
神
を
敢
え

の
厳
島
に
上
皇
を
参
詣
さ
せ
る
と
い
う

わ
れ
る
。
し
か
し
、
物
語
で
は
、
宗
廟

高
倉
上
皇
の
心
の
内
を
、
孝
子
高
倉
上

そ
の
こ
と
は
、
高
倉
上
皇
が
南
都
北
嶺

（
延
慶
本
第
二
中
六
「
新
院
厳
嶋

を
訪
れ
、「
誠
ニ
宗
廟
ノ
八
幡
加
茂
ヲ

の
心
は
、「
争
カ
神
明
ノ
御
納
受
モ
無

と
賞
賛
さ
れ
る
。
そ
れ
故
に
、
孝
子
高

ア
テ
ニ
ウ
ツ
ク
シ
ク
御
面
影
サ
ヤ
カ

御
鬢
茎
ホ
コ
ラ
カ
ニ
愛
敬
ヅ
キ
テ
、
御

モ
、
イ
ト

良
タ
ク
、
故
女
院
ニ
似
マ

語
』

皇
ハ
法
皇
ノ
離
宮
ノ
故
亭
、
幽
閑
ノ
寂

置
キ
マ
イ
ラ
セ
給
ヘ
バ
、
法
皇
ハ
又
上

上
ノ
御
有
様
ヲ
労
シ
ク
、
誠
ニ
宗
廟
ノ

レ
、
八
重
ノ
塩
路
ヲ
凌
ツ

、
遙
々
ト

深
サ
ヲ
バ
、
争
カ
神
明
ノ
御
納
受
モ
無

シ
。

く
描
か
れ
る
の
だ
。

デ
タ
ー
で
樹
立
し

て
無
視
し
て
、
平

、
清
盛
の
政
策
の

の
神
々
を
さ
し
お

皇
と
し
て
描
こ
う

の
宗
教
勢
力
の
反

そ
し
て
、
そ

し
て
の
自
覚

で
造
形
さ
れ

づ
ら
れ
て
い

内
ニ
ハ

ク
シ
給

失
ヘ
ル

ヘ
御
参
詣
之
事
」）

奉
テ
閣
」
厳
島
に

ラ
ム
。
御
願
成
就

倉
上
皇
の
姿
は
、

ラ
ヌ
月
影
ニ
ハ
エ

浄
衣
ノ
袖
サ
ヘ
朝

イ
ラ
セ
サ
セ
給
タ

此
。
既

又
夢
想

と
、
自
ら
「

詣
す
る
の
だ

る
延
慶
本
の

こ
の
よ
う

寞
タ
ル
御
ス
マ
ヰ

皇
ノ
旅
泊
ノ
行
宮
、

八
幡
加
茂
ヲ
奉
テ

安
芸
国
マ
デ
思
食

ラ
ム
。
御
願
成
就

対
の
中
で
、

「
帝
王
位

賀
茂
、

イ
カ
ニ

ト
、
人

セ
給
テ

の
死
去
の
後
に
も
、
漢
文
学
に
も
長
じ

を
持
つ
理
想
的
な
帝
王
と
し
て
、
史
実

て
い
る
。
そ
の
死
去
の
追
悼
の
文
章
に

る
。

五
戒
ヲ
持
テ
慈
悲
ヲ
先
ト
シ
、
外
ニ
ハ

キ
。
末
代
ノ
賢
王
ニ
テ
渡
セ
給
シ
カ
バ

ヨ
リ
甚
シ
。

ニ
知
ヌ
、
叡
慮
ニ
在
ト
云
事
ヲ
。
其
上

ノ
告
モ
有
」
ナ
ム
ド
ゾ
仰
有
ケ
ル
。

（
延
慶
本
第
二
中
四
「
新

心
中
ニ
深
キ
御
願
ア
リ
」
と
し
て
、「

と
説
明
さ
れ
て
い
る
点
や
、
こ
の
後
に

構
成
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
よ

に
物
語
は
高
倉
上
皇
を
孝
子
と
し
て
構

ヲ
サ
ラ
セ
オ
ハ
シ
マ
シ
テ
後
、
諸
社

春
日
、
平
野
ナ
ド
ヘ
御
幸
有
テ
コ
ソ
、

シ
テ
西
ノ
ハ
テ
ノ
嶋
国
ニ
ワ
タ
ラ
セ
給

ア
ヤ
シ
ミ
申
ケ
レ
バ
、
又
人
申
ケ
ル
ハ

後
、
先
熊
野
ヘ
御
幸
有
キ
。
法
皇
ハ
日

、
情
愛
の
深
さ
と
天
子
と

か
ら
は
相
当
隔
た
っ
た
形

、
次
の
よ
う
な
言
葉
が
つ

五
常
ヲ
乱
ラ
ズ
礼
儀
ヲ
正

、
万
人
奉
惜
事
、
一
子
ヲ

御
心
中
ニ
深
キ
御
願
ア
リ
。

院
厳
島
ヘ
可
有
御
参
事
」）

夢
想
ノ
告
」
に
よ
っ
て
参

大
塔
建
立
説
話
を
配
置
す

う
。

想
し
位
置
づ
け
て
い
る
。

一
六

ノ
御
幸
初
ニ
ハ
、
八
幡
、

何
ノ
社
ヘ
モ
御
幸
ア
レ
。

社
ヘ
御
幸
ナ
ル
ヤ
ラ
ム
」

、「
白
河
院
ハ
位
ヲ
サ
ラ

吉
ヘ
参
ラ
セ
給
。
先
例
如



『
平
家
物

想
が
存
在
し
、
日
本

移
行
さ
れ
て
い
く
こ

構
造
を
ふ
ま
え
て
論

い
え
ば
、
白
河
院
・

話
・
得
長
寿
院
説
話

以
仁
王
に
冠
せ
ら

り
採
り
上
げ
ら
れ
た

「
末
代
ノ
賢
王
」
と
し

仁
王
・
頼
政
事
件
と

要
が
あ
ろ
う
と
思
わ

『
平
家
物
語
』
の
基

大
将
軍
）
と
が
末
代

右
の
よ
う
に
、
高

け
ら
れ
て
お
り
、『
平

共
通
し
て
「
末
代
ノ

こ
の
点
は
、
物
語
の

う
と
思
わ
れ
る
の
だ

４

頼
政

語
』

国
大
将
軍
の
座
が
平
家
か
ら
源
頼
朝
へ

と
が
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
筆
者
は

じ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
院
の
王
権
と

鳥
羽
院
の
時
代
に
お
け
る
忠
盛
の
説

・
殿
上
闇
討
説
話
な
ど
）
は
、
す
べ
て

れ
た
「
末
代
ノ
賢
王
」
と
い
う
評
価
は

こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
高
倉
上
皇
と

て
構
想
さ
れ
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た

い
う
構
図
も
、
も
う
少
し
構
想
論
的
に

れ
る
。

層
的
な
文
脈
に
、
院
の
王
権
と
武
門

に
は
協
力
し
合
っ
て
世
界
を
支
え
る
と

倉
上
皇
も
ま
た
「
末
代
ノ
賢
王
」
と
し

家
物
語
』
は
、
高
倉
宮
以
仁
王
と
高

賢
王
」
と
い
う
最
上
の
呼
称
を
冠
し
て

人
物
論
の
中
核
に
据
え
て
お
か
ね
ば
な

。の

退
治
の
物
語
上
の
意
味

（
延
慶
本
第
三
本
三
「
新
院
崩
御
事

と
神
仏
の
意
志
で

『
平
家
物
語
』
の

平
氏
と
の
関
連
で

話
（
祇
園
女
御
説

院
と
の
関
係
が
き

の
王
権
と
対

で
あ
り
、
そ

て
い
る
の
だ

を
解
体
に
導

構
造
を
当
て

、
い
ま
ま
で
あ
ま

と
も
に
以
仁
王
も

と
す
る
な
ら
、
以

解
釈
し
て
み
る
必

の
棟
梁
（
日
本
国

い
う
政
治
的
な
理

（
延
慶
本
巻

と
あ
る
よ
う

り
、
高
倉
天

「
内
」
化
し
た

抄
』
と
記
事

じ
た
と
こ
ろ

本
来
神
々

て
物
語
に
位
置
づ

倉
上
皇
の
二
人
に

い
る
の
で
あ
る
。

ら
な
い
点
で
あ
ろ

に
協
力
し
合

に
投
影
さ
れ

鳥
羽
院

常
ニ
被

比
ヨ
リ

誡
ア
リ

淵
ニ
臨

付
愛
紅
葉
給
事
」）

わ
め
て
好
意

立
を
際
だ
た
せ
て
い
く
こ
と
が
清
盛
に

れ
は
龍
神
の
破
壊
・
創
造
を
両
義
的
に

。
そ
う
し
て
、
清
盛
は
、
龍
神
の
ア
ラ

く
の
だ
が
、
い
ま
問
題
と
し
て
い
る
以

は
め
て
み
る
と
、
以
仁
王
と
頼
政
の
反

一
本
八
「
主
上
々
皇
御
中
不
快
之
事

に
、
鳥
羽
院
の
時
代
以
降
、「
院
」
と

皇
を
擁
立
し
た
平
氏
が
台
頭
す
る
と

平
氏
と
の
対
立
と
な
っ
て
い
く
の
だ

を
重
ね
な
が
ら
、
そ
の
点
を
克
明
に
描

で
あ
る
。

か
ら
節
刀
を
た
ま
わ
っ
て
朝
廷
の
守
り

う
と
い
う
物
語
の
政
治
的
な
理
想
が
、

た
一
面
が
あ
る
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か

御
晏
駕
ノ
後
ハ
、
兵
革
打
ツ

キ
、
死

行
テ
、
海
内
モ
不
静
、
世
間
モ
落
居
セ

、
内
ノ
近
習
ヲ
バ
院
ヨ
リ
御
誡
ア
リ
、

。
カ

リ
シ
カ
バ
、
高
モ
賤
モ
恐
レ
怖

テ
薄
氷
ヲ
踏
ガ
如
シ
。

的
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
お
そ

一
七

よ
る
悪
行
の
物
語
的
構
造

持
つ
神
の
力
を
背
景
に
し

ブ
ル
神
性
を
も
っ
て
世
界

仁
王
事
件
に
そ
の
悪
行
の

乱
は
、「
末
代
ノ
賢
王
」

付
二
代
ノ
后
ニ
立
給
事
」）

「
内
」
と
の
対
立
が
始
ま

、
そ
の
対
立
は
「
院
」
と

。
特
に
延
慶
本
が
『
愚
管

い
て
い
る
こ
と
も
既
に
論

と
な
る
べ
き
平
家
が
、
院

白
河
院
・
鳥
羽
院
の
時
代

。
し
か
し
、
物
語
は
、

罪
、
流
刑
、
解
官
、
停
止
、

ズ
。
就
中
、
永
暦
応
保
ノ

院
ノ
近
習
ヲ
バ
内
ヨ
リ
御

キ
テ
、
安
キ
心
ナ
シ
。
深

ら
く
院
と
武
門
と
が
互
い



衛
院
御
在
位
ノ
時
」

と
め
て
お
こ
う
。

ア

主
上
、
夜

イ

有
験
の
高

ウ

丑
の
刻
に

エ

堀
河
天
皇

頼
政
が
選

関
係
で
触
れ
な
い
が

型
、
構
造
に
あ
る
と

退
治
は
、
日
本

の
文
脈
か
ら
も
読
み

代
の
王
権
の
成
立
か

の
側
が
退
治
す
る
と

っ
て

退
治
の
あ
り

『
平
家
物

の
可
能
性
を
持
つ
皇

を
、
清
盛
が
都
か
ら

頼
政
の
死
去
の
後

仁
王
の
対
極
に
、
朝

を
物
語
に
定
位
す
る

頼
政
の
追
悼
説
話

の
説
話
が
根
本
に
な
る
の
で
、
簡
単
に

な
夜
な
怯
え
る
こ
と
あ
り
。

僧
達
の
大
法
秘
法
も
通
じ
ず
。

黒
雲
が
御
殿
を
覆
い
、
主
上
苦
し
む
。

の
時
代
、
将
軍
源
義
家
の
前
例
に
習
い

抜
さ
れ
る
。

、
こ
の
説
話
の
物
語
で
の
意
味
は
、
や

い
え
る
だ
ろ
う
。

文
学
史
の
中
に
流
れ
続
け
る
怪
物
退
治

取
ら
れ
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ら
、
秩
序
に
敵
対
す
る
マ
ツ
ロ
ワ
ヌ
モ

い
う
物
語
の
伝
統
だ
。『
平
家
物
語
』

方
が
異
な
る
が
、
基
本
的
に
は
、「
仁

語
』

子
と
朝
廷
の
護
り
た
る
べ
き
資
質
を
持

排
除
す
る
悪
行
物
語
と
し
て
位
置
づ
け

に
語
ら
れ
る

説
話
は
、「
末
代
ノ
賢

家
の
護
り
た
る
べ
き
武
士
の
棟
梁
と
し

説
話
で
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

で
あ
る

説
話
の
諸
本
比
較
な
ど
に
つ

説
話
の
要
素
を
ま

、
源
平
両
家
か
ら

中
の
「
将
軍

右
の
ア

る
か
ら
、
も

る
世
界
の
中

る
事
に
よ
る

「
放
逐
」
さ
れ

彼
方
か
ら

は
り
そ
の
説
話
の

の
物
語
の
精
神
史

と
思
わ
れ
る
。
古

ノ
た
ち
を
、
秩
序

に
は
、
諸
本
に
よ

平
ノ
比
ヲ
ヒ
、
近

こ
の
中
国
の

た
王
が
「
ワ

ら
語
り
出
す

に
象
徴
さ
れ

あ
る
。
頼
政

者
で
あ
る
か

中
ヲ
撰
セ
ラ

っ
た
武
門
の
棟
梁

ら
れ
は
し
ま
い
か
。

王
」
と
し
て
の
以

て
の
頼
政
の
資
質

い
て
は
、
紙
幅
の

オ

頼

カ
右
が

退

核
と
な
る
要

の
で
あ
る
。

説
話
を
「
不

」
と
し
て
位
置
づ
け
る
視
点
が
認
め
ら

カ
の
説
話
の
要
素
も
、
前
半
の
ア

ウ

う
少
し
象
徴
的
に
内
容
を
記
号
化
す
れ

心
の
危
機
」
と
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。
後

秩
序
の
回
復
」
で
あ
り
、
災
厄
の
種

る
の
で
あ
る
。

の
侵
犯
・
秩
序
の
中
心
の
危
機
・
秩
序

故
事
に
描
か
れ
た
磁
石
山
を
、
最
初
に

ザ
ワ
ヒ
ト
云
物
」
が
い
か
な
る
も
の
か

所
だ
。
ま
さ
に
、

の
本
質
を
射
抜
い

る
モ
ノ
の
本
質
は
、
国
家
的
な
災
い
、

は
、
こ
の
朝
家
の
敵
を
武
威
に
よ
っ
て

ら
こ
そ
、「
将
軍
義
家
ノ
朝
臣
」
を
前

レ
」
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
、
明

政
、
井
ノ
早
太
を
従
え
参
内
し
、

を

の
正
体
が
判
明
し
、
ウ
ツ
ホ
舟
に
入
れ

治
の
核
と
な
る
説
話
の
要
素
で
あ
り
、

素
を
頼
政
の
和
歌
説
話
で
も
っ
て
包
み

延
慶
本
は
、

退
治
の
後
に
中
国
の
磁

思
議
ナ
リ
シ
異
禽
ナ
リ
」
と
結
ん
で
い

れ
る
の
だ
。

は
、
主
上
の
苦
し
み
で
あ

ば
、「
モ
ノ
の
侵
犯
に
よ

半
は
、「
モ
ノ
を
平
ら
げ

は
、
再
び
異
界
に
向
け
て

の
回
復
・
モ
ノ
の
放
逐
、

楽
し
み
し
か
知
ら
な
か
っ

と
求
め
た
と
い
う
こ
と
か

た
言
い
方
で
あ
っ
て
、

つ
ま
り
朝
家
の
敵
な
の
で

鎮
め
る
こ
と
の
出
来
る
勇

例
と
し
て
「
源
平
両
家
ノ

白
に
頼
政
を
源
平
両
家
の

一
八

射
落
と
す
。

て
流
す
。

『
平
家
物
語
』
は
、
そ
の

込
ん
で
文
芸
化
し
て
い
る

石
山
の
故
事
を
語
り
、

る
。
興
味
深
い
こ
と
は
、



『
平
家
物

バ
何
ノ
沙
汰
ニ

日
、
六
波
羅
ノ

キ
御
命
也
。
新

山
寺
ヘ
奉
送
。

今
一
人
不
見
、

以
仁
王
を
殺
害
す
る

頼
政
一
族
を
滅
ぼ
し

将
軍
」
と
の
協
調
体

そ
し
て
、
こ
の
事
件

し
め
る
。

猿
程
ニ
、
新
院

ノ
有
様
ヲ
歎
思

ら
れ
た
の
に
は
、「
末

け
を
、
物
語
が
編
纂

入
れ
ら
れ
る
際
、
意

５

お
わ

以
仁
王
と
頼
政
と

可
能
性
を
持
っ
た
人

と
い
う
構
造
に
よ
っ

語
』

モ
不
及
。
一
院
ハ
何
ガ
セ
ム
ト
歎
思
召

池
殿
ニ
テ
終
ニ
崩
御
ナ
リ
ヌ
。
御
年
廿

院
ノ
御
遺
誡
ニ
任
テ
、
今
夜
即
東
山
ノ

御
共
ニ
ハ
、
上
達
部
五
人
、
隆
季
、
国

其
外
殿
上
人
十
人
、
前
駆
十
人
、
供
奉

の
み
な
ら
ず
、
人
臣
の
身
に
お
と
し
め

た
清
盛
は
、
物
語
が
理
想
と
描
く
「
院

制
を
、
一
時
地
上
か
ら
駆
逐
す
る
悪
行

は
、
ま
た
も
う
一
人
の
「
末
代
ノ
賢
王

日
来
ヨ
リ
御
乱
心
地
不
怠
ノ
ミ
渡
セ
給

召
ケ
ル
ニ
ヤ
、
御
悩
弥
ヨ
重
ラ
セ
御
マ

代
ノ
賢
王
」
を
補
佐
し
う
る
「
将
軍

さ
れ
、
以
仁
王
の
反
乱
の
物
語
が
『
平

識
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

り
に

い
う
二
人
の
人
物
は
、「
末
代
ノ
賢
王

物
と
し
て
物
語
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

て

退
治
は
成
り
立
っ
て
お
り
、
主
人

ケ
ル
程
ニ
、
十
四

七
、
ヲ
シ
カ
ル
ベ

麓
、
清
閑
寺
ト
云

綱
、
実
定
、
通
親

仕
ル
ト
ゾ
聞
ヘ
シ
。

（
注
）拙

著
『
平

拙
稿
「
平

て
事
件
を
処
理
し
、

の
王
権
」
と
「
大

を
行
っ
た
の
だ
。

」
を
も
死
に
至
ら

ケ
ル
ガ
、
此
世
中

ス
。
カ

リ
シ
カ

こ
う
し
た

過
し
て
い
く

新
た
な
日
本

の
将
軍
移
行

（
巻
五
）
の
得

に
、
構
想
論

は
、
ま
だ
ま

」
と
い
う
位
置
づ

家
物
語
』
に
採
り

」
と
「
将
軍
」
の

た
と
思
わ
れ
る
。

ケ
ル
女

ヌ
。
内

ヲ
正
ク

子
ヲ
失

清
盛
の
悪

め
る
。「
末
代

公
に
頼
政
が
据
え

郡
（「

（
千
里
金
蘭

家
物
語
の
基
層
と
構
造
』（
近
代
文
芸
社
刊

家
物
語
と
冥
界
｜
龍
神
侵
犯
と
世
界
の
回
復

清
盛
の
悪
行
は
、
院
の
王
権
と
の
対
立

構
成
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
最
終
段
階

国
大
将
軍
と
し
て
頼
朝
が
登
場
す
る
。

の
物
語
構
造
が
、
ま
た
延
慶
本
の
第
二

意
な
編
纂
形
態
に
直
結
し
て
い
る
の

的
に
解
析
す
る
中
か
ら
も
、
物
語
の
世

だ
究
明
さ
れ
る
は
ず
だ
。

房
三
人
、
御
グ
シ
下
テ
ケ
リ
。
朝
霞
ニ

ニ
ハ
五
戒
ヲ
持
テ
慈
悲
ヲ
先
ト
シ
、
外

シ
給
キ
。
末
代
ノ
賢
王
ニ
テ
渡
セ
給
シ

ヘ
ル
ヨ
リ
甚
シ
。

（
延
慶
本
第
三
本
三
「
新
院
崩
御

行
は
、
そ
の
の
ち
ま
た
超
過
し
て
、
高

ノ
賢
王
」
の
喪
失
で
あ
る
。

」
の
誤
写
）
綱
卿
娘
、
別
当
三
位
殿

一
九

大
学
人
間
社
会
学
部
教
授
）

昭
和
五
九
年
一
二
月
）

大
将
軍
移
行
の
構
想
｜
」

か
ら
徐
々
に
重
層
的
に
超

で
神
々
が
平
家
を
見
放
し
、

こ
の
よ
う
な
、
源
平
両
家

中
（
巻
四
）
か
ら
第
二
末

で
あ
る
。
物
語
を
構
造
的

界
の
豊
か
に
文
学
的
側
面

タ
グ
ヒ
、
暮
ノ
煙
ト
登
給

ニ
ハ
五
常
ヲ
乱
ラ
ズ
礼
儀

カ
バ
、
万
人
奉
惜
事
、
一

御
事

付
愛
紅
葉
給
事
」）

倉
上
皇
を
も
死
に
至
ら
し

ヲ
始
ト
シ
テ
、
近
被
召
仕



拙
稿
「
文
覚
説
話

（
水
原
一
氏
編
『
平

堂
刊

平
成
六
年

拙
稿
「
壇
ノ
浦
覚

編
『
軍
記
物
語
の

拙
稿
「
平
家
物
語

記
文
学
研
究
叢
書

拙
稿
「
成
親
と
西

学
国
文
学
会
編
『

一
氏
編
『
延
慶
本

「
延
慶
本
『
平
家
物

会
創
立
四
十
周
年

月
）

拙
稿
『『
平
家
物
語

（
水
原
一
氏
編
『
新

年
四
月
）

拙
稿
「『
平
家
物
語

と
説
話
文
学
の
会

『
平
家
物

（『
日
本
文
学
』
第

拙
稿
「「
新
中
納
言

ぐ
っ
て
｜
」（『
大

拙
稿
「「
先
帝
入
水

ぐ
っ
て
｜
」（「
軍

拙
稿
「
猶
武
勇
の

期
大
学
紀
要
』
第

拙
稿
「「
代
の
乱
け

の
文
脈
｜
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
に
お
け

家
物
語

説
話
と
語
り

あ
な
た
が
読
む

一
月
）

書
｜「
雲
上
ノ
龍
降
テ
海
底
ノ
鱗
ト
成
給
」

生
成
と
表
現
』
和
泉
書
院

平
成
七
年
三

の
生
成
と
伝
承
｜
成
立
と
伝
承
圏
｜
」（『
平

５
』
汲
古
書
院
刊

平
成
九
年
六
月
）

光
『
平
家
物
語
』
諸
本
本
文
対
照
の
方
法

同
志
社
大
学
国
文
学
専
攻
五
十
周
年
・
国
文

平
家
物
語
考
証

二
』
新
典
社
刊

平
成

語
』
鹿
谷
事
件
覚
書
」（
同
志
社
国
文
学
会

・
国
文
学
会
創
立
三
十
周
年

記
念
論
文

』
プ
ロ
ロ
ー
グ
部
小
考
｜
四
部
本
の
形
態

典
社
研
究
叢
書
九
一

古
文
学
の
流
域
』

』
の
構
造
と
説
話
的
文
脈
」｜
延
慶
本
を

編
『
説
話
論
集
』
第
二
巻

清
文
堂
刊

平

語
』

三
六
巻
四
号

昭
和
六
二
年
四
月
）

物
語
」
の
可
能
性
｜
延
慶
本
『
平
家
物
語

谷
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
第
三
一
号

昭
和

伝
承
」
の
可
能
性
｜『
延
慶
本
平
家
物
語

記
と
語
り
物
」
昭
和
六
三
年
三
月
）

家
他
に
異
な
る
か
｜
殿
下
乗
合
事
件
の
視
角

三
四
号

平
成
三
年
三
月
）

る
根
本
は
」
考
｜
延
慶
本
『
平
家
物
語
』

る
説
話
と
物
語
｜
」

平
家
物
語
２
』
有
精

考
｜
」（
山
下
宏
明
氏

月
）家

物
語
の
生
成

軍

的
試
論
」（
同
志
社
大

学
会
設
立
四
十
周
年

早
川
厚
一

四
』（
私

五
年
六
月
）

編
『
同
志
社
国
文
学

集
』
平
成
六
年
十
一

の
意
味
す
る
も
の
｜
』

新
典
社
刊

平
成
八

中
心
と
し
て
｜（
説
話

成
四
年
四
月
）

に
よ
る
。

渥
美
か
を

よ
る
。

武
久
堅
氏

第
一
節

同
注

拙
稿
『『

（
水
原
一

年
四
月
）

』
壇
ノ
浦
合
戦
を
め

六
三
年
三
月
）

』「
先
帝
入
水
」
を
め

｜
」（『
大
谷
女
子
短

を
中
心
に
｜
」（
水
原

記
念
論
文

小
川
栄
一

年
六
月
）

島
津
忠
夫

一
九
九
七

高
木
市
之

昭
和
三
十

国
書
刊
行

・
佐
伯
真
一
・
生
形
貴
重
『
四
部
合
戦
状

家
版

昭
和
六
二
年
一
二
月
）

る
解
説
『
源
平
盛
衰
記
』
第
二
冊
（
勉
誠
社

「「
高
倉
宮
」
の
構
造
」（
武
久
堅
氏
著
『
平

和
泉
書
院

一
九
九
六
年
八
月
）

な
ど

平
家
物
語
』
プ
ロ
ロ
ー
グ
部
小
考
｜
四
部
本

氏
編
『
新
典
社
研
究
叢
書
九
一

古
文
学
の

集
』
二
〇
〇
四
年
十
一
月
）

・
北
原
保
雄
氏
編
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
本

に
よ
る
。

氏
「
以
仁
王
と
頼
政
」（
島
津
忠
夫
著
『
平

年
七
月
）

助
氏
他
編
『
日
本
古
典
文
学
大
系

平

四
年
二
月
）
に
よ
る
。

会
編
集
『
平
家
物
語

長
門
本
』（
名
著
刊

本
平
家
物
語
評
釈
（
七
）
巻

刊

昭
和
五
三
年
三
月
）
に

家
物
語
の
全
体
像
』
第

章

の
形
態
の
意
味
す
る
も
の
｜
』

流
域
』
新
典
社
刊

平
成
八

二
〇文

編
（
勉
誠
社
刊

平
成
二

家
物
語
試
論
』
汲
古
書
院
刊

家
物
語

上
』（
岩
波
書
店
刊

行
会
刊

昭
和
四
九
年
八
月
）


